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１．研究計画の概要 
 
河姆渡文化の遺跡である余姚田螺山遺跡

を対象として以下の研究を行う。①土器編年
の確立と暦年代の確定、②石・玉器の原材産
地推定と製作・使用法の復元、③木器・編物
の素材同定と製作・使用法の復元、④生業基
盤の解明、⑤古環境の復元。 
①については、土器編年研究と高精度放射

性炭素年代測定とを併せ行うことで、土器型
式の年代幅ならびに遺跡の存続期間を明ら
かにする。②については、石・玉材の岩石・
鉱物学的鑑定と遺跡周辺の踏査から原材産
地の推定を行う。また、製作・使用痕観察と
実験から製作技法と用途を復元する。③につ
いては、遺物切片の顕微鏡観察により素材植
物の同定を行う。また、製作・使用痕の綿密
な観察、製作・使用実験、民族例との対比か
ら製作・使用の実態に迫る。④については、
動植物遺存体の定性・定量分析から食料資源
のバラエティーを明らかにする。稲について
はＤＮＡ分析を実施し、遺伝学的特性を解明
する。また、人骨の古栄養学的分析から食餌
内容についての傍証を得る。⑤については、
土壌の花粉・珪藻・プラントオパール分析な
どにより、当該期の環境変遷を跡付ける。特
に、海進・海退について高精度の復元を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 これまでの 3年間で計 11回、延べ 58名の
研究者が120日間に及ぶ中国現地調査を実施
したほか、日本国内においても分析・研究を
継続してきた。その成果は 3 回（日本 2 回、
中国 1回）の研究成果報告会で報告し、また

学会発表、論文、図書として随時発表してい
る。2008 年度前半期までの研究成果は同年
11月に『田螺山遺址自然遺存的綜合研究
（全 2 冊）』として中国語で出版したが、そ
の後の成果を加え、2009 年度末には英語版の
最終報告書を刊行すべく準備を進めている。 
 これまでの主要な研究成果としては、以下
の諸点が挙げられる。 
①加速器質量分析法による放射性炭素年
代測定を計 40 点余り実施し、遺跡各層位の
年代を明らかにした。 
②土壌の微量元素分析、珪藻分析、花粉分
析、プラントオパール分析、寄生虫卵分析を
併せて行ったことで、地形環境および土地利
用状況の変遷を詳細に復元できた。 
③植物種実 23,600 点余りの定量分析を行
ったところ、採集された野生種実類の占める
割合がきわめて高いことが判明した。稲作文
化とされる河姆渡文化像に大きく変更を迫
ることとなった。 
④プラントオパール分析から２枚の水田
面の存在が予想されたことを受け発掘調査
を実施したところ、河姆渡文化晩期併行層で
畦畔らしき遺構を検出した。 
⑤出土稲籾の形態学的観察から、野生種と
栽培種の共存が明らかとなった。 
⑥人骨および動物骨のアイソトープ分析
から、当時の食餌内容およびブタの家畜化過
程についての見通しをえた。 
⑦魚骨の同定から、淡水魚、とりわけフナ
が卓越することを明らかにした。体調分布復
元から捕獲時季も推定することができた。 
⑧中国では前例のない712点もの樹種同定
を行い、イチョウやチャノキ（茶）の検出に
成功した。 
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３．現在までの達成度 
 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 研究開始当初に設定した５つの目的のう
ち「石・玉器の原材産地推定と製作・使用法
の復元」については、その後、中国側カウン
ターパートの一つである浙江省文物考古研
究所より、本研究とは別個に米国ビショップ
博物館との共同研究で実施したいとの申し
出があったため、共同研究項目から除外した。
それ以外の 4項目については、上記のとおり、
当初の予想をはるかに上回る学術的成果を
挙げつつある。 
 本研究は、日中両国の研究者が対等な立場
で参加し、互いの欠を補いつつ進めている。
その結果、中国考古学界のこれまでの共同調
査事例のなかでも稀に見る成功例と高く評
価されており（日本中国考古学会 2008 年度
大会、2008 年杭州市開催研究成果報告会など
における日本人・中国人研究者の発言）、今
後の共同研究の指針を示しえた点でも当初
の目標を十分にクリアしている。 
 これまでに３回の研究成果報告会を開催
したが、なかでも 2008 年 11 月に金沢市で開
催した報告会への反響は大きく、新聞・雑誌
等に数多くの記事が掲載された。研究成果の
社会への還元についても十分に責務を果た
しつつあるといえる。また、報道に接した関
連研究者から新たな共同研究の申し入れ（チ
ャノキのＤＮＡ分析）もあり、研究期間終了
時までにさらに研究の深化が期待できる。 
連携研究者と海外共同研究者の共著論文

が Science誌に掲載されたことで、本プロジ
ェクトの成果は世界的に注目されるように
なってきた。すでに米国の研究者からの問い
合わせ、英国の学術雑誌からの寄稿要請があ
った。 

 
４．今後の研究の推進方策 

 
本研究が日中両国の枠を超え、世界の学術

界の関心の的となったことは予想外の成果
といえる。従来欧米諸国にはあまり発信され
ることのなかった中国考古学の成果を欧米
研究者が渇望していることが窺われる。その
点に配慮し、本研究の最終報告書を英語で出
版し、広く世界の学術界に貢献すべく準備を
進めている。これまでに構築してきた良好な
研究ネットワークを最大限に活用し、世界を
リードする研究成果を国内外に示したい。ま
た、海外共同研究者として英国ロンドン大学
の研究者の参加をえたので、共同研究の枠組
みをさらに拡大していく予定である。 
 
 
 

５. 代表的な研究成果 
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